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•

ン
本
書
は
，
異
，な
る
方
法
論
を
と
谷
多
彩
な
入
^

に
：,: 

ょ
っ
て
執
筆
さ
れ
て
お
り
.
*
近
代
経
済
学
と
マ
ル
タ 

ス
経
済
学
の
.「

研
究
成
東
の
交
流
卜
を
意
図
し
た
も 

'
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

本

書

に

は「

資
本
集
中
と
賃
金
構
造」

.

1

=

-

-
 

代
平)

、「

所
得
分
配
と
消
費
構
造」

(

中
村
隆
英)

，

■ 

「

労
働
力
の
供
給
楛
造
と
供
給
価
格」

_ 

■

(

梅
村
又
次)

、：
 

「

賃
金
構
造
と
農
家
労
働
力」

(

並
本
正
吉)

.、
-!

団

体
. 

交
渉
に
ょ
る
貨
金
決
定J 

(

角
田
豊)

、

「

年
功
序
列
，
 

貨
金
上
年
功
制
度」

(

津
田
真
激〕

> 

企
業
内
賃
金 

構
造」

(

舟
橘
尚
道)

、

「

突
質
賃
金
の
国
際
比
較」

(

孫
田
良
-平r

と
い
ぅ
八
つ
の
論
文
が
収
め
ら
れ
、

• 

各
論
文
.に
は
、

一•、
ニ
名
の
コ
メ
ン
ト
が
つ
け
ら
れ 

て
い
る
C 

.

■

1

右
の
ご
：と
く
、ノ
：多
く
.の
諸
問
題
が
洛
專
門
家
^
上
ぐ 

.っ
て
執
笹
さ
れ
て
お
.り
、
個
々
の
問
題
に
つ
い
て
は 

'、興
味
あ
る
分
析
が
み
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
全
休
と 

\

^

ヤ
み
杏
と
::
:
'異
な
る
立
場
の
人
イ
が
、
.
種
々
異
な
.- 

る
問
題
を
と
り
扱
い
、
し
か
も
そ
こ
に
共
通
の
問
題 

意
識
が
稀
薄
で
あ
る
た
：め
>:
.
.

分
析

：： .

は
：個
々
ば
ら
，は
. 

'ら
に
.な
0
.て
し
.ま
っ
.
て
い
.
.る
七
.思
わ
れ
る
.。
そ
.れ
ゆ
：
' 

え
、
異
な
る
立
場
の
-.
'
研
究
成
果
の
交
流」

と
い
わ
‘
‘ 

札
^

j

と
^

つ
い
て
.も
"

•«

金
問
題
分
析
.の
かM

:.-- 

差
異
力
.
.ど
と
，に
あ
.る
の
' か
■.と
い
ぅ
4

は
.
.必
ず
し
も
.明 

確
に
提
示
さ
れ
て
33

ら
ず
*.
.

「

研
究
成
果
の
交
流」

，
：
 

は
.ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な
い
よ
ぅ
に
思
わ
れ
る
。

::
:
'

'

た
と
’え
ば
'

第
一
：論
文
で
、
'
篠
原
、氏
は
、
わ
が
国
::
: 

の
.ニ
重
構
造
：.
賃
金
の
規
模
別
格
差
を
ど
り
灰
げ
、

. 

デJ

れ
を
労
働
ガ
の
過
剰
と
労
働
力
市
場
の
制
度
的
側 

面
.(

大
企
業
に
お
け
る
年
功
序
列
的
賃
金
制
度
-.
終 

.
;身
席
批
制
度)

の
'み
か
>̂
.
説
明
す
る
.こ
と
.を
批
判
し
'' 

て
，
規
模
別
賃
金
格
差
.を
，
生
産
性
の
規
模
別
傾
斜
，

.
I

資
本
集
約
度
の
栽
模
別
！

i

斜
か
ら
把
え
、
こ
.

の 

資
本
集
約
度
の
規
模
別
傾
斜
を
大
<土
業
へ
■の
融
資
集 

.■.中
に
よ
る
資
本
集
中
か
.ら
説
明
さ
れ
る
。

:

こ
れ
に
対
し
て
、

マ
ル
ク
ス
瘙
済
学
の
立
場
か
ら

へ
'

九
1
;ー
.:
-
:

(

五
：一.
5)

'
.
.

コ
メ
ン
ト
さ
れ
る
舟
橋
氏
は
、
付
加
価
値
生
産
性
と 

:
賃
金
、.'.資
本
集
約
度
と
賃
金
と
は
直
接
的
関
逋
は
な 

い
こ
と
を
指
摘
し
、
資
本
集
約
度
•
生
産
性
格
差
を 

直
接
賃
金
に
む
す
び
'
つ
.け
る
.こ
と
.を
批
判
さ
れ
る
。
 

た
し
か
に
、
商
品
市
場
に
お
け
る
諸
資
本
間
の
競
争 

:
•/
.
利

潤

率

の

は
.、
へ
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
賃
金 

.
労
働
諸
条
件
の
差
を
う
み
だ
す
.可
撕
性
を
も
' つ
に 

と
.ど
ま
っ
て
い
る
。
，そ
し
て
、
篠
原
氏
の
分
析
に
ヴ 

い
て
、
；ま
ず
資
本
集
約
度
の
格
差
、
生
産
性
恪
差
、
 

賃
金
格
差
の
関
速
が
.は
づ
：き
り
し
-て
い
な
い
と
い
う 

4

を
指
摘
す
る
.こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
わ
が
国
工
業
の
避
造
的
#.
質
は
、
諸
資 

本
間
.のk

立.

.
利
潤
率
の
格
差
を
通
じ
て
賃
金
格
差 

の
可
能
性
を
も
た
ら
す
ど
い
う
点
で
も

、

.他
面
労
働 

■力
©
.質
の
相
違
、
労
働
市
場
に
お
..け
る
労
亂
者
間
の 

.競
争
"

労
働
者
の
組
織
•
闘
争
の
あ
り
方
を
規
定
し 

て
い
る
と
い
う
点
で
も
、
規
模
別
賃
金
格
差
.
さ
ら 

に
は
.賃
金
問
題
全
体
に
お
い
て
、
見
逃
し
え
な
い
重 

要
な
問
題
で
あ
-̂
。
.そ
れ
，ゆ
'え
、.
：マ
ル
..ク
ス
経
済
学 

.の
立
場
に
お
い
て
も
、
膝
原
氏
の
:£

逭
構
造」

.「

資 

.本
市
場
の
分
析」

そ
れ
自
^'

に
対
す
る
検
討
，
批
判 

が
必
要
.で
あ
つ
た
し
、
.
そ
の
：た
め
に
わ
が
国
独
佐
資

本
主
義
の
構
造
的
特
質
.
矛
盾
が
貨
金
諸
問
題
を
い 

か
.
に
.

規
制
^

て
.
.い
る
が
.

と
.
.い

ぅ

点

に

.，
か

ん

す

る

独

自 

の
明
確
な
展
開
が
不
可
次
で
あ
づ
^

は
ず
で
あ
る
。
.，

.
こ
.の
点
に
か
ん
し
.て
、
篠
原
論
文
に
た
い
す
：る
舟
橋 

.•

中
村
両
氏
の
コ
メ
ン
ト(

コ
メ
ン
ト
の
み
.で
は
な
. 

く
て
論
文y

が
.必
要
で
あ
づ
た
^

^
 

\

-'へ
 

ま
た
、
.貨
金
諸
問
題
の
考
察
に
和
い
て
沁
、
構
造 

的
特
質
、
矛
盾
と
関
速
づ
け
て
把
え
る
こ
と
が
必
.要 

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
全
体
を
通
じ
て
き
お
め
て
■ 

弱

、
よ
.ぅ
'に
思
わ
れ
る
。
.

-

•

.

わ
が
■

国

資

本

主

義

の

構

造

的

特

質

と

■，い

ぅ

点

に

焦 

点
が
し
ぼ
ら
れ
、
そ
の
点
に
.

か
ん
：す
る
各
論
.

者
.の
把 

え
方
.

の
相
異
，が
明
ら
.
.か
に
.

さ
れ
：た
.

ぅ
.
え
_

で
：.^ '
-

の
構
.
. 

造

的

特

質

と

の

関

連

を

，考

處

し

.

つ

，
つ
，
.
各

自

め

諸

問

'. 

題
が
分
析
さ
れ
て
い
' ?

た
な
ら
ば
、
：各
.

々
：の
問
題
も 

.

.

.よ
”

興
味
.

ぶ
か
く
な
っ
.
.た
'
.で
あ
；ろ
ぅ
し
'

奸

究
方

法： 

め
相
違
も
明
確
と
な
り
、-
本
書
の
企
画
も
も
っ
と
魅 

力
ぁ
f

の
と
な
っ
た
の
：令
な
か
ろ
ぅ
か
。
：
：

(

労
：

働
法
学
研
究
所
刊
.

A

S
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一
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'

へ
清
水
義
弘
著
：

：
.

>

.

.『

一一0
年

後
0

教

育

と

経

済』

.

.-

.

..

.

.

/

 

•_

'.
+

 

+

.

教
育
の
問
題
は
以
前
は
人
格
形
成
や
知
識
教
赛
：の

"

I
 

問
題
と
し
て
主.；
と
，
し

：
て

教

育

学

者

：
の

取

级

ぅ

防

題

で
 

■

あ
ち
た
が 
>
1近
年
.の
経
済
の
急
速
な
戚
長
は
雇
用
問
.. 

題

と

も

結

び

：
つ

い

.で
、：
所
謂
産
業
体
制
：に
：マ
ッ
チ
し 

た
教
育
の
rp
l

M
と
し
て
浮
び̂

っ
ン
て
き'た
。:
単
的
に 

言
え
ば
、技
術
者
の
不
足
か
ら
技
術
教
育
の
拡
充
.、
哩
..
:
.
:
.

科
系
学
坐
の
増
加
要
求
と
な
っ
ぞ
表
わ
れ
て
V '

る
>

.

. 

•

.

-

,
.

.し
"か
し
教
育
'i
.V'
ぅ
.も
，40
.が
¥'

に
.産
業
.
'の
-受
A

体
制
.，

V
. 

-
.
•
•
•
•
•
•

に
の
み
応
じ
.れ
ば
よ
い
か
ど
：ぅ
か
と
い
ヶX

J

と
に
な 

,

る
と
：議
論
は
つ
き
.な
い
0
:
一.
方
先
進
諸
国
は
後
進
諸
'-
:
.
:
.

:

国
の
開
発
に
関
し
て
、
又
今
後
'の
経
済
発
展
に
お
け 

る
マ
ン
.ゝ
.
：ハ
；ヮ
政
策
に
：注
自
，
明
治
維
新
以
来
の 

日
本
の
意
速
.な
発
展
，_
更
に
戦
争
に
.よ
る
中
断
.の
资 

戦
後
の
驚
異
的
成
長
率
を
み
る
に
双
ん
で
そ
'の
秘
密
.

の
.主
要
な
：1

つ
は
教
育
に
あ
り
と
考
え
る
よ
ぅ
に
な 

o

た
。
そ
.れ
一
や
こ
れ
や
で
、教
育
と
経
済
、
マ
ン
パ
ヮ 

J

ポ
リ
'
シ
ー
は
話
題
の
花
形
に
の
し
あ
が
っ
.
.た
が
、，

:

.
今

後
-

の
：種.
の

書

物

は

数

务--
<

出

版

さ

れ

る% -

の
^
;
:
、

考
え
ら
れ
る
。
'
清
水
氏
の
著
書
は
約
二
三
0

頁
の
う 

ち
第
I

部
と
し
て
最
初
の
約
半
分
が
教
育
と
経
済
の 

'問
題
に
：あ
て
ら
れ
、
:あ
と
の
半
分
.は
第
n

部
と
し
て 

教
育
プa

パ
ー
の
問
題
、
：第
冚
部
と
し
て
教
育
社
会 

' 

.学
0

問
題
を
取
扱
ら
て
い
る
。
第
I

部
の
み
：の
目
次 

女
あ
げ
て
お
く
と
'
,'
1

へ一

:ー
〇
年
後
の
教
育
と
経
済
、
 

「

-2
:、
所
得
倍
増
計
画
:̂

ー
〇
年
教
育
計
画
、
3

、
.経 

.
済
成
長
：と
：教
育
政
策
、
4

、.
能
力
開
.発
の
.問
題
点
、
 

5
.ぃ
；教
育
に
お
：げ
る
社
.会
保
障
、
6

、
教
育
統
計
と 

:

教
育
政
策
、
と
な
':
0

て
い
る
C 

3
節
ょ
り
引
用
す
れ 

V

妓
、「

わ
が
[1

の
産
業
檇
造
は
、
2T

化
学
工
業
の
飛
躍 

的
発
展
，
，科
学
技
術
の
急
速
な
進
歩
を
：逖
軸
と
し
て 

近
代
化
と
高
度
，化
.と
：を
展
開
し
.て
い
く
。.

し
か
し

、_

,:
.
.そ

：
の

展

開

，
の

.：過
程
に
：お
い
.て
'：
:労
働
力
の
供
給
に
茁 

太
な
変
化
が
あ
ら
わ
れ
る
^

;

:

:，
長
：期
的
に
.み
て 

-

こ
の
猶
の
.労
働
力
不
足
は
経
済
成
長
：の
重
大
.な
阻
害 

要

因

：に

な

々

か

ね

が

：
い

が

ら

.'
>
無
|

許
さ
.れ

な

：い

。 

.
今
日
，：

教
育
疼
要
求
さ
れ
て
い
.る
の
は
う
ま
き
し
く 

そ
の
解
決
.で
あ
り
、
対
策
で
.あ
る
？
教
.
w
-It
:

画
が
.経 

.
済

政

策

の

：
一
環

.と
u

v
ir
r

要

な

役

割

を

担

う

.ょ

う

に 

な

っ

た

の

は

、

こ

.の

ため
：：

で

あ

る

。:-:
:

…
…

今
日
で
.は 

.

教
育
政
策
は
産
業
の
要
求
を
無
視
し
.て
は
成
.
立
し
.

，
.
'
パ
.

.

.

'

.

九
.'

三
.

C

 

五
；- :
.
五)

、



え
な
く
な
'0

て
い
る
。
か
り
に
、
そ
れ
を
無
視
し
ょ

ぅ

も

の

な

ら

、経
済
政
策
は
独
自
の
立
場
、か
.ら
仮
借

.の
な
い
人
力
政
策
を
遂
行
す
る
に
逾
い
な
い
し
、
そ

の
^

を
も
っ
て
い
る
。…

…

,
日
本
の
緙
済
成
長
が

教
育
政
策
に
，求
め
て
い
る
の
は
，
良
質
労
働
力
の
養
.

成
で
あ
り
、.
.そ
の
供
給
で
あ
る
。
こ
れ
は
.き
び
し
.い

経
済
の
要
求
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
も
こ
の
要
求
に

こ
た
え
る
前
に
、
，教
育
が
.経
済
成
長
の
諸
相
に
い
か

に
対
応
す
べ
き
か
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。…
，
こ

以
下
興
味
を
も
た
.れ
た
方
は
直
接
本
書
を
読
ま
れ
た

い
'.
0
'(

東
洋
館
.

V

A

5

: •

1

S

@
軍

.
五
.

0

0円
>
''
'
.
-
.

丨

侔

藤

保

—

*

 

«

 

*

'
—

本

英

太

郞

锔
;:
-:
.
こ
バ
ハ̂

.

『

現
代
の
ホ
ヮ
.ィ
V

力

ラ

ー』

-
.

~
―

そ
の
I地
位
上
^

徽
と
生
活
-
—

'

■ 

. 

.

.

.

.

. 

• 

. 

•!
'
.

.
,

- 

- 

•
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

,

歴
史
が
大
き
く
変
り
つ
-̂

あ
る
今
日
’

体
制
批
判
， 

と
し
て
社
会
科
学
を
学
ん
だ
大
笑
卒
ホ
ヮ
个
ト
.ヵ
ラ
. 

丨

ば

、

企

業

の

：
内

側

で

は

：
ど

の

：
ょ

ぅ

に

.
生

き

る

の 

か

？

あ

る

も

の

は

、

/:
'
自

已

裁

量

領

域

の

拡

大

と

い う
現
代
'0
出
世
主
義
を
振
.り
か
ざ
.
し
て
.
.ラ
.イ
ン
を
. 

ば
く
進
ず
る
だ
ろ
う
。
ご
く
少
数
の
も
の
は
、
学
生 

.

時
代
カ
ら
，の
.
.信
念
に
.従
0

X
組
ム
ロ
運
^

に

献

身

す

る 

だ
ろ
う
。
•た
が
大
多
数
は
、
そ
の
間
を
動
揺
す
る
ー

ヒ
:-
#

'
マ
_>
1
,
:ス
，
テ

：
ィ

,
ザ
 

み
た
り
、
報
告
の
，中
に
主
張
を
託
し
、
資
料
の
中
に 

抵
抗
精
神
を
秘
め
.
.
.
た
り
、.
，
ラ

：
イ

シ

を

'登

る

よ

，
り
_は

：
ス 

ダ
ッ
ー

フ̂

属
す
る「

方
が
：奉
_

ど
考
1̂

,

，
&'
;
_ 

分
の
.能
力
の
限
界
を
た
め
す
"

こ
と
.に
.：
エ

ネ

ル

.
ギ

ー
 

源

を

求

め.だ

ヶ

，.■
:
ド

ヲ

イ

な

：技

術

匿

.の
-̂
-
活

原

里

を

.
： 

う
ら
や
ん
だ
ら
、
慾
求
不
満
の
.は
け
ロ
を
大
衆
文
化 

:

^
求
め
.た
^

^
消
費
生
活
を
改
善
し
ザ
せ
.め
.て
5-

か
，
 

を

は

•ら

し

な

力

ら
-
丨
。

y

 

ぃ
う
し
た
生_
1々 >
;

い
.
描
写

が>:
:

.

京

大

岸

本

ゼ

、
、
、
：
ぢ
 

1

九

六
0

年

度

共

同

研

究

を
'
ま

と

冷

た̂-

の
書
の
き

」

.
わ

立
.タ

た

特

氟

で
#

る

。
：
第
一
1
«:
パ
：̂
も

あ

ト*:
:
|
ろ 

.丨
=

ー

「

組

織

の

灰

か

の

(

人

間
":
>

«

ー
：
：
一

隶
:'
'
.
;
糸
 

カ

ラ
.-'
1
:の

所

得

と.消

費

生

活

、
：
：

8;
:
1
1章
'.
.
.
:
;
マ
ホ̂:

カ
ラ
I

の
生
活
と
贫
識
、
第

四

章

ホ

^
イ
ト
力
ラ 

I

の
也
活
と
思
想
，
-'
i
:い
'う
.構
成
'の
.も
.：と
'
.に
へ
.
人
事
，
.
.
.
. 

労
務
'

経
理
，
営
業
、
' 調
査
課
員
、
技
師
、
役
人
、
 

新
聞
放
送
記
者
、

B
 

G、
サ
テ
リ
ー
マ
ン
の
主
婦
に

v
_-v
>
た
る
ま
：で
-,
'
'
:ゼ
め
出
身
奢
の
体
鞔
於
手
記
や
座
談 

会
を
通
じ
て
溢
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
読
む
だ
け
で
、

現
^

社
会
に
^

け
^

具
体
的
な
：：ホ
.ヮ一：：

イ

ト

ガ

■
ラ

ー

.問

. 

題
を
、
い
や
で
も
肌
で
感
じ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
効
果 

に
お
い
て
、
木
嗇
は
出
色
の
出
来
で
あ
る
。
だ
が
同 

時
に
、
こ
の
よ
う
な
感
覚
的
琪
実
認
識
の
限
界
を
指 

摘
ず
?.
こ
と
も
、
ま
た
必
要
で
あ
ろ
ラ

*

す
な
わ
ち
、
 

ホ
«7
:イ

：ト
ヵ
：
ラ

ー

は

勞

働

者

の

特

殊

な

冒

と

し

て

、
： 

.労
働
者
階
級
全
体
の
.̂
動

の

中

：で

構

造

的

；に

把

握

さ

. 

れ
る
べ
き
な
.の
に
、
そ
の
た
め
の
分
析
を
欠
.い
て
い 

る
こ
と
。
現
実
変
苹
と
の
結
び
付
き
が
あ
い
ま
い
な 

こ
と
。
折
角
厳
し
い
問
題
を
示
し
な
が
.ら
、「

魂
と
パ 

I
.ソ
チ
リ
テ
ィ
を
売
ら
な
い
で
、
日
々
自
己
の
人
格 

>

自
主
性
：^
確
認
し
:'
L'か..

も
仕
事
に
堪
能
な
ボ
ヮ
，
 

イ
ト
.

力
.
.
ラ

ー

だ

け

が

ノ

人

間

と

し

て

の

誇

り

..-を

も

.
つ
、 

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
ヶ
.か
。」 (

あ
と
が
き) 

.と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
や
は
り
あ
.ま
り
.に
ホ
ヮ
イ 

-ト
力
ラ
.
J

.的
な
ホ
ヮ
.
.イ
.ト
ヵ
，ラ
|

論

と

い

.
う
感
を
免
一 

:れ
な
い
。ス
ミ
ネ
ル
ヴ
-
ァ
書
房
.
-?

丑
6
 

.

H四
ニ
頁
，
 

.四
S

円)

•
.

-

白

井

.厚
丨

◊
慶
應
義
塾
経
済
学
会
会
則
：

第

一

条
.
.沐

会

は

.慶

應

義

塾

経

済

t
r
M
M
.
.
.
.
(
T
h
e

 

K
e
i
o

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 .
s
o
c
i
e
t
y
}

.

と
称
す
る
。

第
ニ

牵
本

会

は

経

済

学

の

研

究

及

び

そ

の

奨

励

、
並
び
に
会
員
相
互
：の
親

• 

' 

■

-
-
 

.

.

.

. 

睦
を
図
る
こ
と
を
自
的
と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
前
条

"の
目
敗
を
達
成
す
る
た
め
次
の
事
業
.を
行
な
ぅ
。

1

研
究
会
の
開
催

 

人

.

. .
ん 

ニ

.

櫸
関
誌

.-
:「

三
田
|

子
会
雑
誌

」

及
び
そ

■

の
他
研
究
.说
果
の
刊
行 

三

講
演
会
、
資
れ
展
宽
会
の
.開
皿-

;

.

四
'

他
の
学
会
及
び
諸
団
体
ど
め
$

'

2:
'

そ

の

他

本

会

：の

目

的

を

達

敗

す

る

.た
め
適
当
と
認
め
る
事
業〗 

第

四

条

本

4

1

.慶

應

義

塾

’大

学

経

済

学

部

及

び

商

学

部

所

餘

ぎ

任

者

の

ぅ
 

ち
経
済
.学
を
.専
攻
す
る
者
を
以
て
組
織
.す
る
。

第
五
条
本
会
に
左

.の
役
員
を
匱
く
。
:.

：;
'
:パ
.

:

1

会
長
-

■.
.

名

:.
'

.

.

.

,

三
.
.委

員

:

;

,

#干
.务

-;
;.
:
'
/
:
.
:
,
:
.

■

[:
-
.

0

監
事
.

.

.

.

.

-

,
 

■名 

第

.
六

条
\:
:

^
:-
«

は
慶
應
義
塾
大
学
経
済
^

|
廣
.と
す
る
。
頭
問
：は
会
長
が
依
.

■
嘱
す
る
。
委
員
.及
び
監
事
は
.総
会
.に
於
て
会
員
の
互
選
に
よ
っ
て
.
.

定
め
る
。：，

第

.七

条

佘

長

は

本

会

：を
代
表
し
会
務
を
総
理
す
る
。
顧
問
は
会
長
の
諮
問 

,

に
応
ず
る
。
委
廣
ば
委
員
会
を
組
織
し
会
務
を
執
行
す
る
。
監
赛 

.

は
会
計
を
.監
査
す
る
。
.

.

.

委
員
及
次
監
事
.の
'任
期
は
一
一
年
と
す
る
。但
し
再
選
を
妨
げ
な
K
 

会
長
は
年
.一
回
総
会
を
招
集
す
る
。
.
但
し
必
要
に
応
じ
臨
時
総
会 

を

招

集

す

る

こ

と

：が

.で

き

る

。

会

員

は

機

関

.誌

「

一
一
一
田
学
会
狼
誌

」

及

び

其

の

他

本

会

刊

行

%

の 

配
布
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

.

本
会
の
経
費
.
'ば
賛
助
金
、
補
助
金
及
び
其
の
他
の
収
入
を
以
て
之 

.

に
充
て
る
？
。.

.

.本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月1

日
ょ
り
翌
年
三
月
三
十
一
'日
迄 

と
す
る
。

.
 

へ
本
会
会
則
の
犯
更
ゆ
総
会
へ
の
決
議
に
ょ
る
"
.

:

本
会
の
事
務
所
.は
慶
應
蕺
塾
経
済
学
部
研
究
室
内
に
置
く
。
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秦

済

学
# :

委

員
'(

澴

三

：十
七
>

四
改
選)

■

'
小
.

^
徳
^

:
部

^

■

登

：
.
:福

岡

：
正
；
夫
一 

:
i

.

.
川「

正
.：彬

f
 

加
.

藤

：

一
；

寛
..

、

尾
.
-野

.
久
：
_:-
;
.
:
''
^
 

:
北

.原
：-

-
0
 

.

.

..
■

 

#

 

0

^

^

_

 

ハ

千
：'
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_

 

人

，

第
.
::
A

条
 

第

九

：
条

第

十

：
条-

第

十一

条
.

.

.

.第

.
十

二

条

第

十
.三

条：： 

，
第

十

四

条


